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　市は昨年2月1日、市制施行60周
年を迎え、多くの市民の皆さまを

　市議会2月定例会議の初日、小林常良市長は施政方針演説で平成28年度の市政運営の考え
や重点的に取り組む施策を表明しました。議会では過去最大規模となる総額1503億円の「あ
つぎの元気先見予算」が成立。将来にわたり持続可能な、活力あるまちづくりを進めます。

はじめ、各種団体や企業の皆さま
と共に、ふるさとの60年の歩みと、

還暦という大きな節目を迎
えた喜びを共有するため、
さまざまな記念事業に取り
組んできました。多くの記
念事業を通じて、先人のた
ゆまぬ努力と絶え間ない挑
戦によって築かれた市の歴
史の重みを再認識するとと
もに、現在の市政のかじ取
り役として、全身全霊をか
けて市政運営に臨むことを

あらためて決意しました。
　国内では人口減少・少子高齢化
の急速な進展をはじめ、自然災害、
経済・産業構造の変化、環境問題、
さらには団塊の世代が後期高齢者
となる2025年 問 題 など、多 くの
課題に直面しています。本市でも、
長期を見据えた的確な市政運営が
求められています。本市が将来に
わたり「県央の雄都」であり続ける
ために、今なすべきことを見極め、
時期を逸することなく迅速に取り
組んでいきます。

■ 平成28年度　施政方針要約 ■

将来にわたり
活力ある都市であるために

施政方針を表明した市議会定例会議

（仮称）厚木南インターチェンジの工事
現場で、NEXCO中日本厚木工事事務
所の方々から進ちょく状況を聞く
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あつぎの元気
先見予算を編成
　平成28年度当初予算は、税や料
の収納対策強化や国庫補助金の財
源確保、将来負担を十分に考慮し
た市債の効果的な活用などの歳入
確保に努めました。また限りある
財源の効果的・効率的な活用により、
将来の「元気なあつぎ」への確かな
投資とすることで、全ての市民の
皆さまが夢と希望を持ち続けるこ
とができるよう「あつぎの元気先見
予算」として編成を進め、過去最大
となる予算規模としました。
　28年度は特に、産業系の都市計
画事業としては半世紀ぶりとなる
森の里東地区の土地区画整理事業
や、中心市街地の新たなシンボル
となる本厚木駅南口地区市街地再
開発事業をはじめ、将来の企業誘
致にもつながる本厚木下津古久線、
厚木環状3号線などの都市計画道路
や、（仮称）厚木パーキングエリア
スマートインターチェンジの整備
など、市の将来の発展に欠かすこ
とのできない都市基盤整備に重点
的に取り組んでいきます。
　また、将来の人口展望を実現す

■ 平成28年度　施政方針要約 ■

将来にわたり
活力ある都市であるために

るための地方創生、さらには、誰も
が安心して生きがいを持って生活
することができる地域包括ケア社
会の実現など、長期を見据えた取
り組みを重点的に進めていきます。

時代の流れを見極め
さらなる一手を
　ことしの市政運営のテーマに
は「先見」を掲げました。国と地
方が一体となった地方創生の取
り組みが本格的にスタートし、全
国的に「まち・ひと・しごと」の流
れが大きく変わる局面を迎えた
今、時代の流れを見極めたさらな
る一手が求められています。将
来にわたって活力あるまちの礎
を築くため、今こそ、都市基盤整

＊施政方針の全文は、市ホームページ、市政情報コーナーでご覧になれます。

備をはじめとした確かな未来へ
の投資に、勇気を持って挑戦して
いく覚悟です。
　28年度は、今を生きる私たちだ
けでなく、将来厚木市で暮らす全
ての市民の皆さまがまちに誇りと
愛着を持ち、光り輝く豊かな生活
を送ることができるよう、引き続
き市民の皆さまと共に、元気なあ
つぎの創造に積極果敢に取り組ん
でいきます。
　総合計画に掲げる将来都市像

「元気あふれる創造性豊かな協働・
交流都市 あつぎ」の実現のため、
厚木市がいつまでも「県央の雄都」
であり続けるため、市民の皆さま
のより一層のお力添えを、心から
お願い申し上げます。

2月に実施した
予算会見で、記
者団に当初予
算を説明

オープンしたあつぎこども
の森公園で、開園式典に参
加した園児たちと
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市の花 さつき 市の色 きみどり市の木 もみじ

市章

市のマスコットキャラクター
あゆコロちゃん

City  Atsugi
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あつぎの
元気先見予算
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平成28年度予算のあらまし	
一般会計の中身をチェック

三つの重点項目と
七つのカテゴリー別主要事業
①健康長寿・医療・福祉
②安心安全・防災減災
③子育て・教育
④中心市街地・交通対策
　《目玉事業》本厚木駅南口地区市街地再開発事業
	 	 中町第 2-2地区周辺整備関連事業
	 	 厚木ＰＡスマートインターチェンジ・街路整備関連事業
⑤経済活性化・企業誘致・雇用創出
　《目玉事業》森の里東土地区画整理関連事業
⑥自然環境・再生可能エネルギー
⑦スポーツ・文化

人口ビジョン・総合戦略がスタート
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特別会計は、特定の歳入を特定の歳出に充て、目
的に応じて使う会計です。

1国民健康保険事業
287 億 9800 万円（前年度比 2.2％減）
国民健康保険料が主な財源で、被保険者が病
気やけがなどをした場合の給付など

2介護保険事業
126 億 8400 万円（前年度比 5.7％増）
介護保険料が主な財源で、被保険者が介護サー
ビスを利用した場合の給付など

3公共下水道事業
60 億 4900 万円（前年度比 1.5% 減）
下水道使用料が主な財源で、下水道の建設や維
持管理など

4後期高齢者医療事業
24 億 3100 万円（前年度比 17.9％増）
後期高齢者への医療給付に必要な保険料の徴収
など

5公共用地取得事業
6 億 1932 万円（前年度比 65.0％増）
公共用地の先行取得

公営企業会計は、民間企業と同じように事業収入に
よって運営している事業の会計で、厚木市では病院
事業が該当します。

病院事業会計
市立病院の運営や建設など
●収益的収支（前年度比）
　収益 91 億 6673 万 8 千円（4.6％増）
　費用 117 億 867 万 3 千円（16.0％増）
●資本的収支（前年度比）
　収入65億2667万5千円（159.4％増）
　支出 74 億 5205 万 3 千円（171.7％増）
※資本的収支の不足額 9 億 2537 万 8 千円は、当年度分
消費税と地方消費税資本的収支調整額で補てんし、なお
不足する額は他会計借入金で措置します。

五つの特別会計

６
・
７
ペ
ー
ジ
へ
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総額 805億8000万円
（前年度比3.6％増）

総額 1503億2204万6千円
（前年度比6.9％増）

　平成28年度の予算は、将来の「元気なあつぎ」への確かな投資となり、市民の皆
さんが夢と希望を持ち続けられるよう「あつぎの元気先見予算」として編成しました。
総額は1503億2204万6千円で、前年度と比較して96億8888万3千円の増額（6.9％
増）です。

平成28年度 予算のあらまし
あつぎの元気先見予算

問財政課☎225-2170

予　算 一般会計

総額 505億8132万円
（前年度比 1.1％増）

特別会計

総額 191億6072万6千円
（前年度比 49.3％増）

公営企業会計



一般会計は、福祉や防災、道路、教育など市の
基本的な仕事の収入と支出を管理する会計です。

歳入

貯金（＝基金）
年度間の財政調整をする財政調
整基金のほか、教育、文化振興・
災害対策など特定の目的で積み
立てる資金です。

＜基金の合計額＞
72億6919万円
（平成28年度末見込み額）

3万2265円

借金（＝市債）
学校や道路など、長期にわたって
使用する公共施設の整備に必要な
市債（長期借入）を発行します。

＜市債の残高＞
496億430万円

（平成28年度末見込み額）
22万176円

貯金と借金 

市税　
433 億 363 万円

その他　         

82 億 4198 万円
使用料・手数料、諸収入、
基金からの繰入金など

3万6584円

市民税や固定資産税、都市
計画税など　

（内訳は下表参照）
19万2209円

53.7％

全体の半分以上
が市税20.6％

8.1％

10.2％

市債　        

64 億 9610 万円
公共事業の財源とするための長期借入金

2万8834円

国・県支出金　         

165 億 8529 万円
使い道が特定されている国や県からの補助金など

7万3616円

43.4　％45.7％

10.9％

6万4054円
市民税

法人市民税　
43 億 8068 万円

1万9444円

固定資産税　
197 億
7878 万円
土地、家屋、償却資産など

8万7791円

その他　         

47 億 1311 万円
軽自動車税、市た
ばこ税、入湯税など

個人市民税　
144 億
3106 万円

6

市民1人当たりに換算した金額
※人口22万5294人（平成28年1月1日現在）を基準に算出

7.4％

譲与税・交付金　         

59 億 5300 万円
地方譲与税や地方消費税交付金など

2万6423円

33.3％

10.1％

2万920円

一般会計の中身をチェック

市税収入の
内訳



総額805億8000万円

39.4％

14.3％

19.3％

土木費　
114 億 7754 万円
道路や公園・河川の整備など

5万945円教育費　
83 億 3399 万円
学校教育、社会教育、スポーツ振興など

3万6992円

その他　         

154 億 9867 万円
総務費、衛生費、商工費、消防費など

6万8792円

10.3％

9.4％

7.3％

民生費
317 億 8258 万円

公債費　         

58 億 9637 万円
借り入れた市債の返済

2万6172円

衛生費　         

75 億 9085 万円
健康増進、疾病予防、環境対策、ごみ処理など

3万3693円

全体の約4割が
社会保障経費

高齢者や子育てなどの福祉
サービス

14万1072円

7

どんなことに使われているの？

22.6％

19.5％
人件費　

157 億 4872 万円
職員の給料や議員の報酬など

6万9903円

その他　         

177 億 8231 万円
維持補修や団体への運営費補助金、
基金への積立金など

7万8929円

17.0％

11.5％

扶助費
182 億 3548 万円
子ども手当や生活保護費など

8万941円

公債費　         

58 億 9637 万円
公共事業などの財源として借り入れた
市債の返済

2万6172円

普通建設事業費　         

92 億 5336 万円
道路や公園などの公共施設の建設・改良工事など

4万1072円

22.1％

7.3％

物件費　

136 億 6376 万円
公共施設の施設運営費や消耗品など

6万649円

35万7666円

〈補正予算を活用〉
平成27年度補正で措置する国の交付金を活用
した地方創生に向けた事業など約8億を含める
と、約813億円の予算規模。

歳出
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64億7610万1千円

地域医療の要に

病院建設課

　外来診療と入院病棟の機能を担うＢ棟の工事が平成
28年秋に完成。駐車場整備などの工事も平成29年3月
に完成し、春に全面オープンを予定しています。

カテゴリー別主要事業

あつぎの元気
先見予算

あつぎの元気先見予算2016

市立病院建設事業
拡充

生涯現役健康都市の実現に向けて
予算額 761億4947万6千円

健康長寿・医療・福祉
誰もが健康で生きがいを持ちながら、元気に暮らせるまちを目指します。

1

上空から撮影した工事中の市立病院

平成29年春全面オープン

地域包括ケア社会の実現
誰もが生きがいを持って安心して生活できる

地 方 創 生
人口の将来展望の実現を目指す

都 市 基 盤 整 備
市の将来の発展に欠かせない

三
つ
の
重
点
項
目

+

病院事業会計

2016

救急手術棟に整備された血液浄化センター
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地域包括ケアシステム関連事業
住み慣れた地域で生活を

健康長寿課ほか

3億7687万3千円

　医療や介護、生活支援などのサービスを一体的に提
供する地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組み
を進めます。その中核となる地域包括支援センターは、
厚木南と睦合南に新たに整備することで市内10カ所と
なります。

がん検診事業
受診者数の増加とさらなる利便性の向上を

健康づくり課

4億290万7千円

　がんの予防や早期発見のため、複数のがん検診を一
度に実施できるセット検診の定員数を大幅に拡大。口
腔がんの施設検診を新たに導入します。

拡充
未病施策事業

    250万円

健康寿命を延ばすために

健康づくり課

　3月に「健康度見える化コーナー（未病センターあつ
ぎ）」を保健センターに設置。市民の皆さんの継続的な
健康度チェックと専門職による健康相談を実施します。

拡充

（仮称）保健福祉センター整備事業                  
3億2029万4千円

保健・医療・福祉の拠点に

福祉総務課

　総合福祉センターと保健センターの機能を統合し、
乳幼児健診や療育支援など保健・医療・福祉の拠点
施設として整備を進めます。

継続

拡充

多様な相談に応じる地域包括支援センター

総合福祉センター

保健センター

平成29年春オープン

介護保険事業特別会計の一部を含む

カ テ ゴ リ ー 別 主 要 事 業
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防犯灯LED化事業
環境負荷と維持管理費用を軽減

セーフコミュニティくらし安全課

新規

債務負担行為 平成29～38年度 5億5640万円

　市が管理する防犯灯全てをLEDに交換します。環境
負荷や、電気料などの維持管理コストが大幅に軽減さ
れるほか、自治会に依頼していた蛍光管交換が不要に
なります。

自転車シミュレーター導入事業

交通安全課

75万6千円

　自転車事故の撲滅
と利用者のマナー向
上のため、危険予知・
予測能力を高める「自
転車シミュレーター」
を導入。交通ルール
とマナーを分かりや
すく伝え、交通安全
教育を推進します。

新規

厚木排水区等浸水対策事業

下水道施設課

3億1400万円

　集中豪雨に対する本厚木駅周辺の浸水被害を軽減す
るため、あさひ公園の地下に雨水貯留施設を整備。今
年度から工事に着手し、平成31年度の完成を目指します。

新型防災ラジオ整備事業
災害時の情報発信力を強化

危機管理課

1192万9千円

　 新 型 防 災 ラ ジ オ
500台の有償配布をス
タートします。購入
費用の一部を助成し、
防災行政無線が聞こ
えにくい地域の解消
や災害時の情報発信
力の充実・強化につな
げます。

拡充

拡充中心市街地のゲリラ豪雨被害を軽減

交通ルールやマナーを分かりやすく学ぶ

あつぎの元気先見予算2016

誰もが安心して暮らせるまちに
　 予算額 24億4038万9千円安心安全・防災減災

地震や風水害など災害への備えを強化。犯罪や事故を防止する対策にも取り組みます。

2

準用河川安全対策事業
洪水の被害を防ぐために

河川ふれあい課

新規

1100万円

　市民の皆さんが日頃から水害リスクを認識し、災害
時に的確な避難ができるよう、準用河川恩曽川の洪水
に対する浸水想定区域図を作成します。

100％ LED化を実現

平成31年度完成
公共下水道事業特別会計
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子育て・教育環境日本一の実現を目指して  
 予算額 140億4534万7千円子育て・教育

子育て支援や学校教育を充実し、笑顔あふれるまちづくりを進めます。

母子支援事業
妊娠中からの切れ目のない支援を

健康づくり課

新規

576万8千円

　妊娠から出産、子育て期に
わたる切れ目のない相談体
制を充実させるため、母子保
健コーディネーターを配置
します。母子健康手帳交付
時に全ての妊婦と面接を実
施したり、必要な支援のコー
ディネートをしたりします。

スクールアシスタント派遣事業

教育総務課

420万円

　教職員が子ども
たち一人一人と向
き合う時間を確保
するため、学校業
務をサポートする
スクールアシスタ
ントを小・中学校
に派遣します。

新規

小学校教室冷暖房設備設置事業

学校施設課

4億564万1千円

　平成26年度から進めてきた事業の最終年度として、9
校に冷暖房設備を設置。25年度に完了した全中学校に
加え、全ての小学校の普通教室への整備が完了します。

放課後児童クラブ運営事業
共働き世帯などをサポート

こども育成課

3億1548万6千円

　保護者の方が安心して児童を預けられるように、放
課後児童クラブの開所時間を延長し、対象学年も拡大
します。さらに、クラブ増設により定員数を拡大します。

拡充

快適な学習環境を整備

教職員の負担を軽減

3

認定こども園一般型
一時預かり事業補助金

待機児童解消を補助金で後押し

こども育成課

新規

474万円

　保育所待機児童を解消するため、園児以外の幼児の一
時預かりを実施する認定こども園に対し、利用児童数に
応じた補助金を交付します。

公園施設安心安全対策事業

公園緑地課

9800万円

　年間約14万人が利用する厚木中央公園の大型複合遊具
をリニューアル。子どもから高齢者まで一緒に楽しく遊
べるよう、幼児・児童向けの遊具と健康遊具を整備します。

幅広い世代が遊べる遊具に

継続

小・中学校に100％完備

継続

幼児遊具

健康遊具

児童遊具
整備イメージ

教職員が児童・生
徒に向き合う時間
を確保

カ テ ゴ リ ー 別 主 要 事 業
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目 玉 事 業

本厚木駅南口地区市街地再開発事業

　魅力ある本厚木駅周辺の顔づくりを目指し、駅南口約
0.8ヘクタールの市街地再開発事業を進めます。駅前での
歩行者の混雑解消やバス・タクシー乗降場の再配置、一
般車乗降場の新設などに向けた駅前広場の拡充整備と、商
業や業務施設、住宅が一体となった再開発ビルの整備が
予定されています。
　事業は、権利者などで組織する市街地再開発組合が実施
し、平成30年度の完成に向けて進められます。

【整備計画】
・再開発ビル　
   構造：地下2階地上22階建て（鉄筋コンクリート造）
   用途：店舗、事務所、住宅（約150戸）、駐車場（約100台）、
        市営駐輪場（約600台）など
 ・駅前広場　
  現在の約3460平方㍍を約4270平方㍍に拡充し、バス・タク
  シー ・一般車乗降場、歩行者専用通路（ペデストリアンデッ
  キ）などを整備

【平成28年度の主な取り組み（組合）】
・県から権利変換（土地や建物の権利の移行）計画の
  認可を取得
・現在ある建築物の除却（取り壊し）、整地
・除却に伴う用地や建物などの補償

本厚木駅南口再開発事務所16億5071万8千円

拡充

赤
あか

坂
さか

竹
たけ

ノ
の

内
うち

線道路整備事業

道路整備課

2億9676万円

　県道603号上粕屋厚木と市道赤坂津古久環状線を連絡
する新規路線の設計や、玉川に架かる橋りょう工事な
どを、平成29年度の完成を目指して進めます。

交通集中を分散化し渋滞を解消

市街地の再開発や道路整備などを推進し、快適で利便性の高いまちづくりを進めます。

4 中心市街地・交通対策 県央の雄都として魅力あるまちへ
　　 予算額 52億1961万8千円

魅力ある玄関口の整備に向けて

拡充

あつぎの元気先見予算2016

平成30年度完成予定

平成29年度完成予定

現在の本厚木駅南口

完成イメージ
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　図書館や（仮称）こども未来館を中心とした新たな集客の核となる複合施設
の整備に向け、基本方針の決定を目指します。平成29年度には基本計画を策定。
誰もが気軽に立ち寄れ、充実した時間を過ごせる居場所づくりを進めます。

現在の厚木バスセンター周辺地域

目 玉 事 業

中町第2-2地区周辺整備関連事業
中心市街地整備課ほか2億2115万1千円

拡充
バスセンター周辺地域を整備

【平成28年度の主な取り組み】
・複合施設の基本計画案を作成
・周辺道路の概略を設計
・（仮称）こども未来館の基本構想を策定

目 玉 事 業

厚木パーキングエリア
スマートインターチェンジ・
街路整備関連事業

交通環境のさらなる充実に向けて

街路整備関連事業

道路整備課・道路用地課

10億8412万9千円

　新東名高速道路（仮称）厚木南インターチェンジへの
アクセス機能を高め、交通ネットワークを構築するため、
本厚木下津古久線と厚木環状3号線など都市計画道路
の早期整備を目指します。平成32年度の完成に向けて
道路用地の取得や造成工事などをします。

厚木パーキングエリア

圏央厚木インター

拡充

スマートインターチェンジ整備・
用地取得事業

道路整備課・道路用地課

2億7577万8千円

　（仮称）厚木パーキングエリアスマートインターチェ
ンジの平成30年度開通に向け、測量や設計、事業
用地の取得をします。

拡充

　地域経済の活性化や交通渋滞解消を目指し、圏央道
の有効活用や物流の効率化、都市計画道路の整備など
を進めます。

スマートIC平成30年度完成予定

平成29年度基本計画を策定

13億5990万7千円 道路整備課・道路用地課

・新たな図書館の基本構想を策定
・保健センターの解体設計
・用地取得、移転補償

公共用地取得事業特別会計の一部を含む

カ テ ゴ リ ー 別 主 要 事 業



整備イメージ

C地区

B地区

A地区

市斎場
厚木西高校

地域経済の持続的な発展に向けて
　　　 予算額 34億1128万4千円

経済活性化・企業誘致
・雇用創出
　産業用地の創出や企業誘致、就労機会の拡大に取り組み、地域経済を活性化します。

目 玉 事 業

森の里東土地区画整理関連事業

　新たな産業拠点の創出に向け現在、下古沢・上古
沢・愛名・森の里青山地区で土地区画整理事業が進
められています。事業は権利者で組織する組合が施
行。昨年1月に着手したＡ地区の工事率は約45%に達

し、平成29年度の工事完成と企業の操業開始を目指し
ています。市では引き続き組合を支援し、全国でも
例の少ない環境に配慮した新たな産業拠点を創出
していきます。

森の里東拠点整備事務所7億270万6千円

【面積】
約68ヘクタール

（うち産業用地は約25ヘクタール。その他は緑地、道路
など）

【整備計画】（予定）
・A地区（産業用地  約5ヘクタール）    平成29年度完成
・B地区（産業用地  約８ヘクタール） 平成32年度完成
・C地区（産業用地  約12ヘクタール）
           平成31年度着工、35年度完成

【平成28年度の主な取り組み】
・市補助金の交付
・公共施設管理者負担金の支出
・関連道路の整備（拡充）

あつぎの元気先見予算2016

5

経済活性化・企業誘致を目指して

14

A地区平成29年度完成・企業操業予定

継続

現在のA地区
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ロボット産業関連事業
ロボットをより身近に

産業振興課

新規

900万円

　ロボットの実用化を通じた地域経済の活性化を目指
す計画を策定するほか、市内ロボット関連企業などの
協力を得ながら市独自のイベントや展示会を開催し、
ロボットの普及を進めます。

 土地区画整理推進事業

まちづくり推進課

6457万5千円

　関口・山際地区と南部産業拠点（酒井地区）を対象に土
地区画整理の事業化を目指し、権利者組織に必要な支援
をします。

 将来を見据えたさまざまなプラン策定
産業・観光・商業分野でまちづくり計画を策定

産業振興課・観光振興課・商業にぎわい課

1600万円

　将来のまちづくりを見据え、産業マスタープランと
観光振興計画を改定し、（仮称）商業まちづくり計画を
策定します。

都市基盤を整備し産業用地を拡大

国
道
１
２
９
号

あつぎものづくりブランドプロジェクト「ATSUMO」などに
よるロボット産業の活性化が進む

新規

 若者・女性等雇用拡大事業
安定した雇用環境を実現

産業振興課

2000万円

　正規雇用を希望する若者や、結婚・出産後に離職期
間のある女性などを対象に、スキルアップのための研
修や企業とのマッチングの場として交流会を開催し、
就職活動を支援します。

手のリハビリを補助する器具「パワーアシストハンド」など、
介護用ロボットの開発を手掛けるLLPアトムプロジェクト

継続

継続

平成30年度組合設立予定

東名高速道路　厚木IC

小田
原厚
木道
路

南部産業拠点（酒井地区）

カ テ ゴ リ ー 別 主 要 事 業
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自然と共生し豊かに暮らせるまちへ
　　　  予算額 16億5420万1千円

自然環境・
再生可能エネルギー
生態系への配慮や地球温暖化対策などを進め、自然環境の保全に取り組みます。

農作物鳥獣害防護対策事業補助金

農業政策課

80万円

　野生鳥獣などによる農作物被害を軽減するため、市内
で農作物を生産している個人や団体に対し、防護電気柵
や防護柵、防護網の設置を支援します。

再生可能エネルギー導入促進事業
エネルギーの地産地消と有効利用

環境政策課

5480万円

　再生可能エネルギーの導入を促進するため、災害時に
防災拠点となる公共施設（鳶尾小・玉川小）に太陽光発電
と蓄電池システムを設置します。

拡充

ニホンザルなどの被害を軽減

環境事業課

1243万9千円

事業系ごみ内容物適正化推進事業

　環境センターに搬入される事業系一般廃棄物の内
容物適性検査を実施し、事業系ごみの減量化・資源
化を進めます。

事業系一般廃棄物の適正排出を促進

有害鳥獣防除団体育成交付金
組織の高齢化に対応

農業政策課

20万円

　市内の有害鳥獣防除団体（２団体）に対し、若い世
代の加入促進や組織育成強化のために運営費交付金
を交付します。

拡充

あつぎの元気先見予算2016

6

新規

新規

野生鳥獣の被害を防ぐため
わなを仕掛ける団体



スポーツ・文化・生涯学習環境の充実に向けて
予算額 9億1720万4千円スポーツ・文化

生涯にわたってスポーツ、文化芸術、学習活動を楽しめる環境づくりに取り組みます。

7

市民体力向上推進事業

スポーツ政策課

300万円

　スポーツへの関心を高めるため、日本体育大学など
との連携により、幅広い世代の体力向上や健康増進に
取り組む事業に講師派遣などをします。

スポーツ人口の拡大に向けて
新規

あつぎスポーツアカデミー
推進事業補助金

スポーツ政策課

　1763万2千円

　ジュニア育成部
門のさらなる充実
に向けて、未来の
トップアスリート
の発掘や育成、ス
ポーツ教室の開催、
指導者の養成など
に取り組みます。

アスリート育成や指導者養成を目指して
拡充

オリンピック・パラリンピック
支援推進事業 　800万円

　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会、
ラグビーワールドカップ2019日本大会の事前キャンプ
誘致活動や両大会の成功に向けた支援をします。

次代を担う子どもたちに夢と希望を

企画政策課

拡充

厚木南公民館新築整備関連事業
　6億9355万3千円

　中心市街地の公共施
設再配置計画に基づき、
厚木南公民館の新築移
転に向け、新築工事と
現厚木南公民館の解体
設計をします。

勤労福祉センター跡地に移転

社会教育課

拡充

公民館図書室オンライン・
ネットワーク整備事業

　597万3千円

　中央図書館と一体化したサービスを提供できるよう
南毛利公民館図書室をリニューアルし、平成29年１月
にオープンします。

ネットワークを結び利便性向上

中央図書館

新規

平成29年1月オープン

17

平成29年春オープン

完成イメージ

カ テ ゴ リ ー 別 主 要 事 業
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■人口ビジョン
　策定に当たり、人口の推移や就業・通勤な
どの人の動き、産業・経済状況、市民意識な
どを分析しました。結果から見えてきた課
題を整理するとともに将来人口を推計。目
指すべき方向性を定め、平成72年の目標人
口を約19万7000人としました。

≪人口の現状と推計≫
・人口総数は増加を続けているが、増加率は縮小傾向
・近年では年少・生産年齢人口は減少する一方、老年人口は増加
・平成25年の市の合計特殊出生率（※1）は1.28。全国平均（1.43）より低く、
神奈川県と同率

・近年では25歳から29歳で、転出者が転入者を上回る（転出超過）
・対策を講じなかった場合、市の推計では平成72年に約15万7000人まで減少

人口ビジョン・
総合戦略がスタート

将来の人口減少を克服するために

　市では、平成72年までの人口の将来展望（目標人口）などを示す
「人口ビジョン」と、人口減少を克服するための施策をまとめた「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。将来にわたって活
力あるまちであり続けるために、未来を見据えたまちづくりに市民
の皆さんと共に取り組んでいきます。

①合計特殊出生率の上昇
　段階的に合計特殊出生率を上昇させ、平成32年1.42（県の希望出生率※2）、42
年1.71（市の希望出生率）、52年2.00、57年以降2.07（人口置換水準※3）とする。

②20歳代の定住促進・転出抑制
　人口動向に最も影響が大きい20歳代の転出超過を段階的に収束させ、平成42年
以降はゼロとする。

※1）合計特殊出生率…一人の女性が一生の間に産む子どもの数
※2）希望出生率…結婚して子どもを産みたいという人の希望がかなった場合の出生率
※3）人口置換水準…人口が増加も減少もしない均衡した状態となる合計特殊出生率の水準

≪人口の将来展望≫

  平成72年の目標人口
　19万7000人

0

2.0 万

5.0 万

7.5 万

10.0 万

12.5 万

15.0 万

17.5 万

20.0万

22.5 万

25.0万
（人）

昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成7年 平成17年 平成27年 平成37年 平成47年 平成57年 平成67年 平成72年

6万1383

10万8955

17万5600

20万8627

22万2403 22万5133 22万7280

21万9446

22万427

20万5872

21万2118

18万7824

20万2895

16万8077

19万7617

15万7036

8万1596

2万9274

5万203

10万6532

14万5656

6万3547

6万1588

2万7538

1万3852

⇨推計⇦実績

人口総数 年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

人口総数 年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

人口総数 年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

人口総数 年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

※平成27年までは実績値。27年以
降の実線は人口の将来展望、点線は
対策を講じなかった場合の推計値

問企画政策課☎225-2455
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●合計特殊出生率の上昇
基本目標１
若い世代の結婚・出産・子育てへの希望と未来を担う子ど
もたちの夢をかなえる
【主な施策】
出会いの場や交流の場の創出、妊娠・出産への支援の充実、
ワーク・ライフ・バランスの促進、魅力ある教育プログラ
ムの推進

「人口ビジョン」「総合戦略」の詳細は公民館などの公共施設や市ホームページでご覧ください。

■まち・ひと・しごと創生総合戦略 
～将来にわたって活力あるまちの礎を築く～
　人口ビジョンで掲げる目標人口の実現に向けた、平成27
年度から31年度までの５年間の取り組みを定めています。
三つの達成指標に対する四つの数値目標、その達成に向け
た五つの基本目標と具体的な施策などを盛り込んでいます。

≪達成指標・数値目標（現状値➡目標値）≫

●雇用の創出
基本目標5
働く場をつくることにより、定住者を増やし経済活動を盛
んにする
【主な施策】
新たな産業拠点の創出、企業誘致の推進、企業活動の活
性化に向けた支援の充実

●定住促進
基本目標2
住みたい、働きたい、訪れたいと思える魅力あるまちを創
出し、全国に発信することにより新たな人の流れをつくる
【主な施策】
中心市街地の都市機能の充実と商業の活性化、厚木の魅
力の発信力強化、就労支援の充実と市内企業情報の発信
力強化、国内外からの観光客誘致の促進
基本目標3
市民が生きがいを感じ、健康で安心して暮らせるまちづ
くりを推進する
【主な施策】
市民の健康保持増進、市民の学ぶ場と活躍の場の創出、災
害対応力・消防力の充実・強化、市民生活における安心・
安全の向上
基本目標4
人口減少による将来への影響を見据えた自主・自立のま
ちづくりを推進する
【主な施策】
積極的な財源の確保と資産の適切な管理・運用、市民協働
のさらなる推進、公共施設の適正配置の推進、都市間連
携の推進

合計特殊出生率 
1.28 ➡1.42（平成32年）

合計特殊出生率の上昇

20歳代の転出超過数
 187人 ➡ 90人（平成31年）

定住促進

事業所数 　
9994事業所 ➡ 1万500事業所（平成31年）

雇用の創出

就業者数
15万242人 ➡ 15万7800人（平成31年）



～深めよう！人と人とのつながり～

　厚木市は、先人のたゆまぬ努力により、自然と調和する都
市として発展してきました。そして今、少子高齢化の進展や
価値観の多様化により、人と人との関係が変化し、市民相互
の絆(きずな)がより大切になっています。
　私たち一人一人が地域に関心を持ち、日頃から助け合い、
市民協働により、身近な課題に取り組むことで、笑顔で暮ら
せる安心・安全なまちをつくることができます。
　家庭や地域で思いやりの心を育み、ふるさと厚木を世代を
超えて愛し、誇れるまちとするため、ここに「市民ふれあい
都市」を宣言します。

ふれあいの家庭づくり
　家族との絆(きずな)を深め、人を思いやる豊かな心を育

み、ぬくもりのある「心ふれあう家庭」をつくりましょう。

ふれあいの地域づくり
　地域に暮らし、働き、学ぶ中で、地域活動の輪を広げ、
みんなで支え合う「心ふれあう地域」をつくりましょう。

ふれあいのまちづくり
　人とのつながりの輪を広げ、希望に満ちた、未来に輝く「心
ふれあうまち厚木」をつくりましょう。

あつぎ市民ふれあい都市宣言

 　厚木市は平成27年2月1日、
「ふれあい」の大切さを共有する
ため、「市民ふれあい都市」を宣
言しました。
　人と人とのつながりを深め、
市民協働で、ふれあいあふれる
まちをつくっていきましょう。


